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序

近江八幡市は、織田信長が天下布武の拠点として築城した特別史跡安土城跡をは

じめ、弥生時代の水田や関連遺物が出土する大中の湖南遺跡、滋賀県内で最大級の

前方後円墳である瓢　山古墳、3 面の三角縁神獣鏡を含む 5 面の古鏡が出土した雪

野山古墳、万葉集以降景勝地として数々の和歌が詠まれている老蘇森、近江国守護

佐々木六角氏の居城である観音寺城跡という全国的にも有名な国指定史跡が 6 箇所

あるなど、非常に豊かな文化財に恵まれています。当市では、この豊かな文化財の

一層の保護・活用を進めてまいります。

本書は、近江八幡市が令和 4年度に実施した後川遺跡 12 次調査の成果を記した

ものです。調査によって得られた資料は、ひとつひとつが市民の皆様の貴重な歴史

資産であり、調査の積み重ねが近江八幡市の歴史解明に繋がってまいります。本報

告書が今後の埋蔵文化財に対する認識と理解を深める一助になれば幸いです。

　最後に、各発掘調査において調査にご協力いただいた関係の皆様に厚く感謝申し

上げます。

令和 6年 3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　近江八幡市長　小 　西　　理　



例　　言

１．	本報告書は、滋賀県近江八幡市の緊急発掘調査のうち、令和 4年 5月 10 日～ 6月 6日に現地調査を実施し    

	 	た後川遺跡 12 次調査の成果をまとめた報告書である。

２．現地調査は令和 4年度に、整理作業は令和 5年度に実施した。

３．	本書で使用した方位・座標は、平面直角座標第Ⅵ系に基づき、座標値は世界測地系に基づく数値である。	

	標高は東京湾平均海面高度を基準としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

４．	本報告書掲載の現地発掘調査及び暫定整理調査にかかる経費は、受託事業として株式会社氏家土地建物 代

表取締役　氏家政國（以下、原因者とする）が負担した。

５．	調査地は近江八幡市長田町字前後 692 番 15 に所在し、調査面積は 139 ㎡である。

６．	本調査の現地調査・報告書執筆・写真撮影は坂田孝彦・山田美咲が、編集は文化振興課が行った。

７．	本書に掲載した図面及び写真・出土遺物は、近江八幡市で管理・保管している。

８．	現地調査にあたっては、土地所有者及び周辺関係者をはじめ関係各機関のご協力を得た。
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第 1図 後川遺跡 12 次 調査地点図
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第 2図　後川遺跡と周辺の遺跡
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後川遺跡 12 次後川遺跡 12 次

第１章　位置と環境

後川遺跡は、近江八幡市長田町及び杉森町内に位置する。遺跡は主に長田、杉森の両集落

と、たびたび河道を変える蛇砂川の旧河道、旧山本川の旧河道等を遺跡の範囲としたもので

ある。当調査地の周囲は、ほぼ埋蔵文化財包蔵地の範囲となっているが、地形や諸条件で後

川遺跡のほか、慈恩寺遺跡、金剛寺遺跡、中屋遺跡、上出 A遺跡、宮前遺跡、御所内遺跡等

に区分されている。

これまでの後川遺跡の発掘調査では、縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代、

鎌倉・室町時代の遺構遺物が検出されている。いずれも集落に関連するものと認識されてい

るが、現時点で遺跡の性格は明確になっていない。ただ一部には平安時代の官衙を想定する

墨書土器を伴う遺構がある。また室町時代の居館長田城跡が想定できるような遺構遺物も検

出されている。

今回の調査地は、後川遺跡の南端に当たる現在の長田町の集落南東端に位置し、南は旧蛇

砂川に隣接する（第 1～ 3図）。

第２章　調査の経緯と方法

今回の調査は、株式会社氏家土地建物（以下、原因者とする）により分譲住宅工事を目的

に令和 4年 2月 2日付で埋蔵文化財発掘調査依頼の提出があり、同年 3月 1日に近江八幡市
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第 4図　調査区 平面図 (1)
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第 4図　調査区 平面図 (1)
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第 5図　調査区 平面図 (2)
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が試掘調査を実施した。その結果、遺構遺物が確認されたため、原因者と協議を行い、同年

4月 25日に原因者と委託契約を締結し同年 5月 10日～ 6月 6日にかけて本調査を実施した。

今回の調査地は、平成 27 ～ 28 年度にかけて宅地造成に伴う現地調査及び整理調査を実施

した後川遺跡 9次調査の南側にあたる位置の調査である。

調査は、バックホーにより遺構面上層まで除去し、下層を人力で掘削を行い、遺構遺物の

検出を試みた。

第３章　遺構・遺物（第 4～ 9図　表 1　写真図版 2～ 8）

基本層序

基本層序は、上層から表土が約 5 ㎝、その下層に灰オリーブ色土が 25 ㎝堆積しており、

さらに下層の赤混じり灰黄色礫層に至る。この層が地山面とみられ、遺構検出面である。

検出した遺構と遺物

調査区は東西約 30m、南北約 5m の東西に延びた区画で、遺構は南側、北側に密集していた。

ＳＤ１

調査区やや南の位置で検出した溝で、幅は 60 ～ 90 ㎝、深さは 22 ㎝を測る。方位は東側

が概ね N-71°-E を測り、西は N-50°-E にやや屈曲する。埋土はにぶい黄褐色砂質土である。

図化できる遺物は出土しなかった。また、遺構の形状から SD2 と同時期と思われる。

ＳＤ２

SD1 の中心から約 2m南で検出した溝で、幅は最大で 90㎝、深さは 26㎝を測る。方位は概

ね N-70°-E を測る。埋土は褐色砂質土、極暗褐色粘質土である。遺物として奈良から平安時

代と思われる平瓦（1）、中世前半と思われる丸瓦（2）、8世紀と思われる須恵器壺（16）が出

土している。丸瓦は玉縁上面に布目圧痕がみられるなど全体的に調整が粗いことが特徴とい

える。

ＳＤ３

調査区の南位置で検出した北側肩のみ検出した溝状の遺構である。本来はさらに南の撹乱

1（幅 5m 以上）を含む大きな落ち込みの北側遺存部分と思われる。遺存部分の幅は最大約

80 ㎝を測り、南部分は撹乱を受けている。出土遺物は土師器皿（3・4）で 13 世紀のものと

思われる。おそらく SD3 及び撹乱 1は旧蛇砂川の一連と考えられる。

ＳＥ１

調査区北で検出した井戸と思われる遺構で、直径約 60 ㎝、深さ約 90 ㎝を測る。埋土は灰

白色砂礫、褐色砂礫、その下層に黒褐色砂質土、暗赤褐色砂質土、黄褐色砂質土、褐色砂質

土が堆積する。図化できる遺物は出土しなかった。

ＳＥ２

SE1 から約 6m 南の位置で検出した井戸と思われる円形遺構で、直径 2m、深さ約 80 ㎝を測

る。埋土は、中央に流れ込むように堆積しており、砂質土、シルト質土が中心である。堆積
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の状況から人為的に埋めたと思われる。出土遺物は 8世紀の須恵器坏 (7)、15 世紀の土師器

皿 (8・9)、中世と思われる土師器皿片（17）が出土している。17 には「佛」とみられる墨

書がある。

ＳＸ１

SE1 の西南位置で検出した用途不明の円形遺構で、直径 1.5m、深さ 28 ㎝を測る。埋土は

上層が褐色砂質土、下層が暗褐色砂質土の 2層が水平的に堆積している。図化できる遺物は

出土しなかった。

ＳＸ２

SX1 の南位置で検出した用途不明遺構で、長径約 1m、短径約 80 ㎝を測る。図化できる遺

物は出土しなかった。

ＳＸ３

SE2 の北位置で検出した用途不明遺構で、長径約 80 ㎝以上、短径 92 ㎝を測る。埋土は赤

黒色砂礫、黒褐色砂礫の 2層である。図化できる遺物は出土しなかった。

ＳＸ４

SD2 の南位置で検出した用途不明遺構で、SD2 に切られる。長径 1.8m 以上、短径 40 ㎝以

上、深さ 42 ㎝を測る。埋土は灰黄褐色シルト質土、暗褐色土、暗灰黄色砂礫の 3層である。

図化できる遺物は出土しなかった。

ＳＸ６

SX4の南位置で検出し不整形の用途不明遺構で、SD3を切る。長径3.0m以上、短径1m以上で、

深さ90㎝を超える。埋土は、暗赤褐色シルト質土、赤黒色シルト質土、黒褐色シルト～砂質土、

オリーブ褐色砂質土を基本とした堆積で、黒褐色シルト質土、黄褐色土、黄褐色シルト質土

がブロック状に混じる。出土遺物は、12 ～ 13 世紀と思われる土師器皿（10）が出土している。

ＳＸ７

旧蛇砂川の一連と考えられる SD3 及び撹乱 1 と連動する遺構と思われる。北から南に向

かい下る階段になるように石が設置されており、段数は 2段確認した。この石は湖東流紋岩

とみられ大きな石の周辺に小ぶりな石を置いている状況であった。最深部は遺構面から約

1.2m を測る土壙状の落ち込みとなっている。

最深部の土壙状の落ち込みは、西側の壁面とみられる位置に 10 ㎝前後の湖東流紋岩が確

認でき、これらは簡単な石積みを行っており最深部を囲うようであった。最深部の土壙状の

落ち込みの埋土は、概ね黒色シルト質土であった。埋土の状況から貯水機能をもっていた可

能性が想定できる。

この SX7 は、撹乱 1との断面の状況から撹乱 1に切られているが、旧蛇砂川のカワト的な

施設であったものと思われる。出土遺物から江戸時代以降のものと思われる。

その他の遺構

ピットを 18 基検出しているが、遺構の状況から時期と用途は不明である。
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第 6図　調査区 壁面断面図（1）

(
S
=
1
/
8
0
)

0
5
m

基
本
土
層

①
 
表
土

②
 
耕
土
　
灰
オ
リ
ー
ブ
 
5
Y
5
/
2
　

③
 
赤
ま
じ
り
礫
層
　
灰
黄
色
礫
 
2
.
5
Y
6
/
2
に
　
赤
土
 
1
0
R
5
/
8
が
混
じ
る
　

④
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

①

1
3

1
3

6

7 8 9
9

1
0

1
1

S
X
3

S
E
2

S
X
4

S
D
2

S
D
1

S
X
6

S
D
3

1
2

1
4

4
5

2

④

②

①
①

②

③

S
D
1

1
5
.
 
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
土
 
1
0
Y
R
5
/
3
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×

S
D
2

1
6
.
 
赤
黒
色
土
 
2
.
5
Y
R
2
/
1
　

し
ま
り
○
 
粘
性

×
　
小
石
若
干
含
む
　
遺
物
を
含
む

S
X
4

1
7
.
 
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
土
 
1
0
Y
R
4
/
2
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
含
む
　
遺
物
を
含
む

1
8
.
 
暗
褐
色
土
 
1
0
Y
R
3
/
4
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
含
む
　
遺
物
を
含
む

1
9
.
 
暗
灰
黄
色
砂
礫
 
2
.
5
Y
5
/
2
　
し
ま
り
△
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
含
む

S
X
6

2
0
.
 
褐
色
砂
質
土
 
1
0
Y
R
4
/
6
　

し
ま
り
△
 
粘
性

×
2
1
.
 
黒
褐
色
シ
ル
ト
質
土
 
7
.
5
Y
R
3
/
2
　
し
ま
り
△
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
若
干
含
む

2
2
.
 
暗
赤
褐
色
シ
ル
ト
質
土
 
5
Y
R
3
/
2
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
含
む

2
3
.
 
赤
黒
色
シ
ル
ト
質
土
 
2
.
5
Y
R
2
/
1
　
し
ま
り
○
 
粘
性

×
　
砂
が
混
じ
る

2
4
.
 
黒
褐
色
シ
ル
ト
～
砂
質
土

 
5
Y
R
3
/
1
　
し
ま
り
○
 
粘
性

×
2
5
.
 
オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
質
土
 
2
.
5
Y
4
/
6
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
2
6
.
 
黄
褐
色
土
 
1
0
Y
R
5
/
8
　
し

ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
c
m
大
の
小
石
を
多
く
含
む
　
5
～

7
c
m
大
の
石
を
含
む

2
7
.
 
黒
褐
色
シ
ル
ト
質
土
 
1
0
Y
R
3
/
2
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×

1
5

1
6

P
i
t

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

撹
乱

A

南
西
壁
面

A
-
A
’

A
’

S
X
3
 

 
1
.
 
赤
黒
色
砂
礫
 
2
.
5
Y
R
1
.
7
/
1
　
し
ま
り
△
 
粘
性

×
　
5
～

7
c
m
大
の
小
石
を
若
干
含
む

 
2
.
 
黒
褐
色
砂
礫
 
1
0
Y
R
2
/
3
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
c
m
大
の
小
石
を
多
く
含
む

S
E
2

 
3
.
 
極
暗
赤
褐
色
シ
ル
ト
質
土
 
2
.
5
Y
R
2
/
2
　
し
ま
り
△
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
若
干
含
む
　
遺
物
を
含
む

 
4
.
 
赤
黒
色
砂
質
土
 
7
.
5
R
1
.
7
/
1
　
し
ま
り
△
 
粘
性

×
　
遺
物
を
含
む

 
5
.
 
褐
色
シ
ル
ト
質
土
 
1
0
Y
R
4
/
4
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
 
6
.
 
礫
層

 
7
.
 
暗
褐
色
砂
質
土
 
1
0
Y
R
3
/
2
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
 
8
.
 
暗
褐
色
土
 
1
0
Y
R
3
/
4
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
c
m
大
の
小
石
を
多
く
含
む

 
9
.
 
黄
褐
色
砂
 
1
0
Y
R
5
/
8
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
c
m
以
下
の
小
石
を
含
む
　
遺
物
を
含
む

1
0
.
 
黒
色
土
 
1
0
Y
R
2
/
1
　
し
ま
り
△
 
粘
性

×
　
9
が
混
じ
る
　
遺
物
を
含
む

1
1
.
 
黒
色
シ
ル
ト
質
土
 
5
Y
R
1
.
7
/
1
　
し
ま
り
○
 
粘
性

×
1
2
.
 
黒
褐
色
土
 
7
.
5
Y
R
2
/
2
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
多
く
含
む

1
3
.
 
暗
褐
色
土
 
7
.
5
Y
R
3
/
3
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
1
～

3
c
m
大
の
小
石
を
多
く
含
む

1
4
.
 
褐
色
砂
質
土
 
7
.
5
Y
R
4
/
3
　
し
ま
り

×
 
粘
性

×
　
3
c
m
大
の
小
石
を
多
く
含
む

③

9
6
.
0
0
0
m

9
6
.
0
0
0
m

9
5
.
0
0
0
m

9
5
.
0
0
0
m



- � -

第 7図　調査区 壁面断面図（2）
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(S=1/40)

0 2m

第 8 図　遺構断面図
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1. にぶい黄褐色砂質土 10YR2/3　しまり× 粘性× 1. 褐色砂質土 10YR4/6　しまり× 粘性×
   オレンジ色の土若干混じる
　 5 ～ 10cm 大の小石が多く混じる
2. 極暗褐色粘質土 7.5YR2/3　しまり△ 粘性×

1. オリーブ黒色やや粘質土 5Y3/2　しまり△ 粘性×
   1 ～ 3cm 大の小石を含む
2. 褐色砂質土 10YR4/6　しまり△ 粘性×

1. 褐色砂質土 10YR4/4　しまり× 粘性×
   1 ～ 5cm 大の小石多く含む
2. 暗褐色砂質土 10YR3/4　しまり× 粘性×

1. 撹乱
2. 赤黒色砂質土 2.5YR1.7/1　しまり○ 粘性×
3. 黒褐色砂質土 7.5YR2/2　しまり△ 粘性×
4. 明黄褐色砂礫 10YR6/8　しまり× 粘性×
   0.1 ～ 1cm 大の小石が多く混じる

1. にぶい褐色砂質土 7.5YR5/4　しまり× 粘性×
   3 ～ 8cm 大の小石を含む
2. 黒褐色シルト質土 7.5YR3/2　しまり△ 粘性×

1. 灰白色砂礫 5Y7/2　1 ～ 5cm 大の小石を多く含む
2. 褐色砂礫 10YR4/6　しまり× 粘性×　1～ 3cm 大の小石を多く含む
3. 黒褐色砂質土 10YR3/2　しまり× 粘性×
4. 黒褐色砂質土 10YR2/3　しまり× 粘性×　1～ 2cm の小石を少し含む
5. 黒褐色砂質土 7.5YR3/2　しまり× 粘性×　0.5 ～ 1cm 大の小石を含む
6. 暗赤褐色砂質土 5YR3/2　しまり× 粘性×
7. 黄褐色砂質土 10YR5/8　しまり× 粘性△
8. 褐色砂質土 7.5YR4/4　しまり× 粘性×　　

b b’
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第 9図　出土遺物

(S=1/3)
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番
号

出土
遺構

器種 器形 残存率
口径	
(cm)

底径	
(cm)

器高	
(cm)

胎土 焼成 調  整 色  調 年代 備  考

1 SD2 瓦 平瓦 小片
残存長	
9.60

残存幅	
7.90

厚さ	
2.50

密 良好
ヘラケズリ、ヘ
ラミガキ

灰 5Y6/1
奈良～
平安

布目、縄痕

2 SD2 瓦 丸瓦 小片
残存長	
14.50

残存幅	
10.70

残存高	
7.20

やや
密

不良
タタキ、ヘラケ
ズリ

浅黄 2.5Y7/3 ～灰 5Y5/1 中世 布目

3 SD3 土師器 皿 小片 6.60 4.20 1.20 密 良好 ナデ、ヨコナデ 灰白 10YR8/2 13c

4 SD3 土師器 皿
ほぼ
完形

8.40 - 1.50 密 普通
ナデ、ヨコナデ、
ユビオサエ

浅黄橙 7.5YR8/4 ～浅黄
2.5Y7/3

13c

表 1　出土遺物観察表
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番
号

出土
遺構

器種 器形 残存率
口径	
(cm)

底径	
(cm)

器高	
(cm)

胎土 焼成 調  整 色  調 年代 備  考

5 撹乱1 陶器 碗
底部
1/4

- 6.20
残存高	
4.10

密 良好 ロクロナデ
にぶい黄橙 10YR7/3、に
ぶい赤褐 2.5YR5/3

不明

胎土練り込み、内外
面施釉（白釉）、蛇
の目釉剥ぎ、削り出
し高台

6 撹乱1
陶器

（信楽）
甕 小片 22.00 -

残存高	
5.30

密 良好 回転ナデ
（外面・断面）にぶい黄
橙 10YR7/4、（内面）に
ぶい橙 2.5YR6/4

14c 中～
15c 前

畑中 1期中～新

7 SE2 須恵器 坏
底部
1/4

- 10.00
残存高	
2.15

密 良好 回転ナデ
（外面）黄灰 2.5Y6/1
（断面）褐灰 10YR5/1

8c
貼り付け高台、中村
Ⅳ型式

8 SE2 土師器 皿 2/3 11.80 4.80 2.80 密 良好
ナデ、ヨコナデ、
ユビオサエ

浅黄橙 10YR8/3 15c

9 SE2 土師器 皿 1/5 10.00 5.00
残存高	
2.30

密 良好
ナデ、ヨコナデ、
ユビオサエ

にぶい黄橙 10YR7/4 15c
口縁部に煤付着（灯
明皿）

10 SX6 土師器 皿
口縁部
1/4

14.70 -
残存高	
2.50

密 良好
ナデ、ヨコナデ、
ユビオサエ

（内外面）灰白 10YR8/2
（断面）灰 7.5Y4/1

12c ～
13c

11 SX7 土師器 皿 1/5 8.00 4.80 1.30 密 良好
ヨコナデ、ユビ
オサエ

浅黄橙 10YR8/3 13c

12 SX7 土師器 皿 小片 11.00 -
残存高	
1.50

密 良好 ナデ、ヨコナデ 浅黄橙 10YR8/3 13c
二次被熱、内外面煤
付着

13 SX7 土師器 皿 1/2 10.00 -
残存高
2.20

密 良好
ナデ、ヨコナデ、
ユビオサエ

にぶい橙 7.5YR7/4 江戸
口縁部に煤付着（灯
明皿）

14 SX7
陶器（瀬
戸美濃）

折縁皿 小片 12.60 -
残存高	
1.65

密 良好 ロクロナデ 灰白 10YR7/2 不明 内外面施釉（灰釉）

15 SX7 土師器 焙烙 小片 33.20 -
残存高	
3.60

密 良好
ヨコナデ、ハケ
メ、ヘラケズリ

にぶい橙 7.5YR7/4
15c 後～
16c 前

内外面煤付着

16 SD2 須恵器 壺 小片 - - - 密 良好
回転ナデ、ヘラ
ケズリ

（内外面）灰 5Y6/1	
（断面）灰褐 5YR5/2

8c か
肩部に自然釉がか
かる、写真のみ掲載

17 SE2 土師器 皿 小片 - - - 密 良好 ナデ 浅黄橙 7.5YR8/3 中世か
墨書「佛」か、	
写真のみ掲載

第４章　小結

今回検出した遺構は、SX7 及び撹乱 1 以外は 16 世紀以前のものと思われるが、いずれも

遺構の遺存状況が悪く、遺物も少ないため遺構の明確な用途などは不明である。出土遺物は、

SE2 の須恵器坏身 (7) が 8 世紀であり、SD2 の平瓦片 (1) と同時期の可能性が考えられる。

このほかに、13 世紀の土師器皿、15 世紀の土師器皿、中世の丸瓦と江戸時代以降の遺物な

どが出土している。

当調査地の北側で行われた同遺跡 9 次調査で検出した、SK3、SD2、SD3、SD5、SX1 等の遺

構は、13 世紀～ 16 世紀の、集落跡というよりも、居館長田城あるいは寺院を想定する遺構、

遺物といえる。そのため今回の調査では居館跡あるいは寺院跡の調査成果を期待したが、良

い結果を得ることが出来なかった。

今後、周囲の調査が進展したうえで、後川遺跡の全体像の解明ができることを期待したい。
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調査地南側 遠景

調査地全景（俯瞰）
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調査区南半部 SX7検出状況（南から）

調査区全景 SX7完掘状況（南から）
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調査区南半部 SX7検出状況（南から）

調査区全景 SX7完掘状況（南から）

調査区全景（北から）

調査区南側 撹乱1（南から）
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SE1（南から）

SE2 断面（東から）
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SE1（南から）

SE2 断面（東から）

SX4 f-f’断面（北から）

SD2 b-b’断面（西から）

図
版
�　



SX7 完掘状況（南から）

SX7 完掘状況（西から）

図
版
�　



SX7 g-g’断面（北から）

撹乱1（北から）
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出土遺物
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	報80(後川遺跡12次)ブック 1 24




